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「盛岡地区かわまちづくり」の対外的発信状況 

 

令和 4 年度中に盛岡地区かわまちづくりに関連して情報発信のあった主な内容は、以下

の 7項目となる。 

番号 情報発信名称 概要 

1 

 

第 5 回北上川フェスタ

in Moriokaでのパネル

展示（かわまちづくり

パンフレット同時設

置） 

盛岡地区かわまちづくりが登録された平成21年度から令

和 4 年度までの、懇談会や勉強会の経緯や、施設整備内

容、住民参加の取り組みをパネルにまとめ展示した。 

フェスタ会場では、「盛岡かわまちづくり～季節の音巡り

マップ」も自由に持ち帰ってもらうように設置した。 

2 木伏 3 周年フェスティ

バルにおける焚火トー

ク（かわまちづくりパ

ンフレット同時設置） 

木伏事業者の発案により、河川管理経験者と河川利用経

験者による、水辺利活用のこれからを語る焚火トークが

実施された。焚火トーク会場では、「盛岡かわまちづくり

～季節の音巡りマップ」も自由に持ち帰ってもらうよう

に設置した。 

3 

 

岩手河川国道事務所ツ

イッターでの各種情報

発信 

かわまちづくりパンフレット紹介、舟運実施、サケのぼり

設置、舟着き場、散策路と石積護岸、かわまち大賞受賞、

かわまち大賞表彰式などの最新情報を、岩手河川国道事

務所のツイッターで発信した。 

4 「盛岡地区かわまちづ

くり」掲示板への情報

掲出 

プラザおでってかわまちづくり掲示板への、かわまちづ

くり関連情報を掲出した。 

5 フェイスブック「もり

おか北上川・中津川ミ

ズベリングイベント情

報」による情報発信 

誰でも見ることができる北上川と中津川のミズベリング

イベントのフェイスブック情報サイトは、今年度からミ

ズベリング中津川の事務局が発信を開始している 

6 かわまち大賞への応

募・受賞 

国土交通省が主催する「かわまち大賞」の応募し、R4 年

度かわまち大賞を受賞した。 

7 ニューヨークタイムズ

紙による盛岡市選定情

報 

ニューヨークタイムズ紙による「2023年に行くべき 52か

所」に、盛岡市が選定された。 

 

  

資料５ 
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（１） 第 5回北上川フェスタ in Moriokaでのパネル展示 

フェスタに合わせ、かわまちづくり概要紹介のパネルを作成し展示した。 

項目 内容 

発信主体 岩手河川国道事務所 

開催日時 令和 3年 6月 19 日（土） 

開催場所 北上川もりおか港周辺の河川敷、鉈屋町大慈寺地区コミュニティ前 

情報内容 「盛岡地区かわまちづくりの概要紹介」パネルの展示（4枚） 
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（2）木伏 3周年フェスティバルにおける焚火トーク 

同上フェスティバルで、様々な立場の関係者による公開焚火トークが初めて開催された。 
項目 内容 

主催者 木伏（MORIOKA KIPPUSHI WATER NEIGHBORHOOD） 

開催日時 令和 4年 9月 10 日（土）18時～19時半 

開催場所 北上川木伏緑地 河川敷 

イベント名 「木伏 3周年フェスティバル 焚火トーク」 

開催趣旨 国内の主要河川を管理する国交省では、河川の治水、利水、そして河川

環境上の支障が生じないように配慮しながら、河川敷地において快適で賑

わいのある水辺空間の創出を推進している。 

2011年（平成 23 年）には、河川の規則を改正して、一定の用件を満た

す場合には、河川敷地で民間事業者等も営業活動を行えるようになってい

る。 

盛岡市内を流れる北上川・中津川でも、昨今水面や水辺の利活用が活発

になってきているが、河川空間活用の余地はまだまだある。 

こうしたなか、木伏に集う様々な立場の方々から、参加者自身のこれま

での実体験や経験を元に、今後の盛岡の水辺利活用について大胆に妄想し

ていただきつつ、それを実現させる方法などを自由に語っていただく焚火

トークを設けた。 

トーク 

テーマ 

「盛岡の河川空間利活用のこれからを語ろう」 

～盛岡の水辺、妄想と展望～ 

流れ 

 

 

 

＜１．自己紹介＞（全員） 

＜２．河川空間オープン化活用事例の紹介＞（河川管理経験者） 

＜３．盛岡地区かわまちづくりの紹介＞（河川管理経験者） 

＜４．意見交換＞（全員） 

参加者 【トーク】（のべ 8 名） 
河川管理経験者：2 名、河川利用経験者：1 名、河川敷利用経験者（サウ

ナ、キャンプ）：4 名、進行役：1 名 
【傍聴】（約 20 名） 
3 周年イベント参加者、舟運運航者など 
 

意見交換 

発言趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎キーワードその１：【日常使いできる河川敷】 

＜河川敷の草刈りと維持管理＞ 

・普段から草が刈られていると日常的に使えるスペースとなり、市民共有

の財産になる。 
・草刈りを含め誰が管理するのかが課題。 
・キャンパー自身が草刈りするのは、ハードルが高い。 

・利用した人がきれいにして帰るということで管理できればいい。 

＜舟運＞ 

・舟を日常的に川に浮かべ、船上での飲食や水上芸妓をやれるとよい。 

・舟運を継続させ、木伏や周辺の旅館とも連携し、地域とともに活動した

い。 

＜利用申請＞ 

・利用申請手続きを簡便化してほしい。 

＜区域指定＞ 

・木伏の河川敷を日常使いするために、「都市・地域再生等利用区域」の

指定を取りたい。これによって、利用手続きも簡素化できる。 
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・この河川敷は盛岡ブランドになる特別な場所であり、区域指定は大きな

意味がある。 

・官民が協力して区域指定を進められたら良い。 

 

◎キーワードその 2：【利用に伴って必要な対策】 

＜利用者への安全対策＞ 

・河川敷を自由に使っていくためには、水難事故の防止など安全対策が重

要だ。 

＜周辺住民への夜間騒音対策＞ 

・人が集まる施設があっていい場所なので、夜間も使用されるようになる

と、周辺への騒音対策も必要だ。 

 

◎キーワードその 3：【トーク参加者の一番の願い】 

・キャンパーが増えてくれること。 

・みんなで楽しく遊べる場になること。 

・次回サウナイベントをやる際には、利用しやすい環境が整っているこ

と。 

・草刈りを軽減するために動物（ヤギ、ヒツジ）を借りて管理すること。 

・河川敷を使いたい人、使ってほしい人が誰かということを見極めること。 

・区域指定にむけて、民間の皆さんも含めいろんな人と協力しながら進め

ていくこと。 

・河川行政を動かす担当者もいる場で話し合うこと。 

 

焚火トークの様子 
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（3）ツイッターによる情報発信 

岩手河川国道事務所のツイッターでは、パンフレット、イベント、整備施設、季節の設置

物、かわまち大賞受賞などの最新情報を、適宜発信している。 
項目 内容 

発信主体 岩手河川国道事務所 
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（4）「盛岡地区かわまちづくり」掲示板への情報掲出 

プラザおでって１階に設けている盛岡地区かわまちづくり情報掲示ｺｰﾅｰでは、盛岡地区

かわまちづくりの紹介パネル、「ミズベリング＃ハッシュタグキャンペーン」の呼びかけポ

スター、中津川での映画上映会の告知、ミズベリングオリジナルロゴマーク、「盛岡かわま

ちづくり～季節の音巡りマップ～」、「もりかわ通信」などを掲出した。 

項目 内容 

発信主体 岩手河川国道事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミズベリングのご当地ロゴマーク（２種類） 

おでって１階掲示ｺｰﾅｰでのかわまちづくり関連情報掲出状況 
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（5）フェイスブック「もりおか北上川・中津川ミズベリングイベント情報」からの発信 

ミズベリング中津川の事務局は、今年度新たにフェイスブックの公開グループを立ち上

げ、北上川・中津川での生きものの様子やイベント予告などを適宜発信している。 

項目 内容 

発信主体 ミズベリング中津川事務局 

（下記はフェイスブックに掲載された例示） 
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（6）かわまち大賞への応募・受賞 

令和 2 年度・3 年度に引き続き、今年度もかわまち大賞に応募し、当地区を含む北上川水

系の 2 地区が「令和 4 年度かわまち大賞」を受賞した。 
項目 内容 

主催者 国土交通省（事務局：水管理・国土保全局河川環境課） 

応募主体 盛岡地区かわまちづくり懇談会 

大賞の趣旨 「かわまちづくり」は、河口から水源地まで様々な姿を見せる河川とそ

れに繋がるまちを活性化するため、地域の景観、歴史、文化及び観光基

盤などの「資源」や地域の創意に富んだ「知恵」を活かし、市町村、民

間事業者及び地元住民と河川管理者の連携の下、河川区間とまち空間が

融合した良好な空間形成を目指すもの。 

「かわまち大賞」は、「かわまちづくり」の取組の中から、他の模範と

なる先進的な取組を表彰し、その取組を広く周知することにより、「か

わまちづくり」の質的向上を図るほか民間事業者へも参入を促す。 

  

審査の観点 審査は、以下のような観点により行われる。 

 

項目 着目点 

a) 先進性 全国の「かわまちづくり」のモデルとなるような、

先進的な取組であること 

b) 継続性 市町村、民間事業者及び地域住民等による組織や活

動が継続的に行われ、発展していること。 

c) 創意工夫 利活用を活発化させるために、ハード施策及びソフ

ト施策の両面で特徴的な工夫がなされていること。 

d) 連携性 活発かつ安定的な利活用・維持管理が行われるため

に、多様な主体が連携した体制が構築され、各主体

の役割分担が明確で、適切に運営されていること。 

e) 効果 
（地域の活性化） 

取組により、観光者の増加や地域の活動が活発化す

るなど、課題解決に資する良好な変化が生まれてい

ること。 
 

提出した応募

様式 
次ページ以降に「応募様式 1」(10枚)および「応募様式 2」(2 枚)を掲載。 

 

R4 年度 

受賞地区 

（2地区） 

◎盛岡地区かわまちづくり/ 北上川水系 北上川・中津川/ 岩手県盛岡市 

題名：住民参加の「かわ」の活用～観光客数も着実に増加～ 

推進主体：盛岡地区かわまちづくり懇談会 

かわまちづくり登録年度：平成 21年度 

◎石巻地区かわまちづくり/ 北上川水系 旧北上川/ 宮城県石巻市 

題名：かわと共に発展する石巻市のまちづくり 

推進主体：旧北上川河口かわまちづくり検討会、旧北上川堤防利活用協議会、

旧北上川水面利用者協議会 

かわまちづくり登録年度：平成 25年度 
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＜応募関連＞ 
（応募様式 1）全 10 枚 
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（応募様式 2）全 2 枚 
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＜受賞関連＞ 
（国土交通省 発信） 
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（盛岡市 発信） 
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（盛岡地区かわまちづくり懇談会事務局 発信） 
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令和４年度 かわまち大賞 表彰状 
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（7）ニューヨークタイムズ紙による盛岡市選定情報 

項目 内容 

発信主体 盛岡市、その他報道機関 

発信日 令和 5年１月 19 日 

発信概要 アメリカのニューヨークタイムズ紙（電子版）は、「2023 年に行くべ

き 52 か所」に盛岡市を選出した。 

発信内容 盛岡市ホームページにおいて、下記にように広報された。 
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